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遺
跡
の
発
掘
調
査
に
は
、
遺
跡

測
量
図
面
を
作
る
必
要
が
あ
り
、

こ
の
図
面
で
重
要
な
の
は
標
高

（
海
抜
高
度
）
を
入
れ
る
こ
と
だ
。

図
面
の
作
成
は
、
府
中
町
役
場
に

あ
る
地
図
か
ら
遺
跡
に
最
も
近
い

ベ
ン
チ
・
マ
ー
ク
を
探
し
、
そ
こ

か
ら
遺
跡
ま
で
引
っ
張
っ
て
く
る

作
業
か
ら
始
ま
る
。

　

道
隆
寺
下
遺
跡
の
発
掘
調
査
は

平
成
７
年
７
月
に
始
ま
っ
た
。
こ

の
年
の
夏
は
例
年
に
な
く
好
天
気

に
恵
ま
れ
、
日
照
り
が
続
い
た
。

当
時
の
作
業
日
誌
を
見
る
と
発
掘

期
間
中
、
雨
で
中
止
と
な
っ
た
の

は
二
日
間
し
か
な
い
。
そ
れ
だ
け

に
連
日
猛
暑
の
日
々
で
、
お
天
道

様
と
地
面
か
ら
の
照
り
返
し
で
、

正
午
近
く
の
表
面
温
度
が
五
十
度

に
達
す
る
、
厳
し
い
環
境
下
で
の

発
掘
と
な
っ
た
。
考
古
学
に
は

野フ

ィ

ー

ル

ド

ワ

ー

ク

外
調
査
が
つ
き
も
の
で
あ
り
、

決
し
て
書
斎
の
学
問
で
は
な
い
の

で
あ
る
。

　

考
古
学
は
学
問
と
し
て
は
歴
史

の
浅
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め

か
、
文
献
史
料
を
中
心
と
す
る
歴

史
学
者
の
な
か
に
は
、
考
古
学
は

歴
史
学
の
補
助
学
と
か
、
考
古
学

は
歴
史
で
な
い
、
と
極
論
す
る
も

の
も
い
る
。
し
か
し
文
字
で
書
か

れ
た
史
料
は
、
古
代
に
な
れ
ば
な

る
ほ
ど
少
な
い
う
え
に
、
執
筆
ま

た
は
編
纂
し
た
人
た
ち
が
、
ど
ん

な
歴
史
観
や
ス
タ
ン
ス
に
立
っ
て

い
る
の
か
知
ら
な
け
れ
ば
、
正
し

い
歴
史
の
理
解
は
得
ら
れ
な
い
。

例
え
ば
、
中
国
皇
帝
の
正
統
の
歴

史
を
記
述
し
た
司し

ば

せ

ん

馬
遷
の『
史し

記き

』

は
、
以
後
『
漢
書
』、『
後ご

漢か
ん

書し
ょ

』

と
続
き
、
ラ
ス
ト
エ
ン
ペ
ラ
ー
で

有
名
な
二
十
世
紀
清
王
朝
の
歴
史

『
清し

ん

史し

稿こ
う

』
を
加
え
た
「
二
十
六

史
」
歴
代
王
朝
の
歴
史
の
編
纂
ス

タ
イ
ル
と
な
っ
た
、
官
製
の
歴
史

で
あ
る
。
わ
が
国
の『
日
本
書
紀
』

は
、
神
話
か
ら
始
ま
っ
て
歴
代
天

皇
統
治
の
正
統
性
を
記
述
し
た
も

の
で
あ
る
。

　

考
古
学
は
、文
字
の
な
い
時
代
、

つ
ま
り
人
類
が
地
球
上
に
現
れ
て

か
ら
、
人
間
が
残
し
た
痕
跡
を
調

査
・
研
究
し
、
土
器
や
石
器
な
ど

の「
も
の
」と
貝
塚
や
住
居
跡
な
ど

の
遺
構
を
通
し
て
、
そ
の
時
代
の

人
々
の
生
活
の
営
み
や
文
化
、
価

値
観
、
歴
史
的
事
実
を
明
ら
か
に

す
る
独
立
し
た
学
問
で
あ
る
。
近

年
、
遺
跡
か
ら
出
土
す
る
動
植
物

遺
存
体
の
研
究
か
ら
、
ど
の
季
節

に
ど
ん
な
も
の
を
食
べ
て
い
た
の

か
さ
え
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

と
も
か
く
、
文
字
史
料
の
全
く
な

い
先
史
時
代
の
研
究
に
は
、
考
古

学
が
最
も
有
効
な
学
問
で
あ
る
こ

と
に
間
違
い
は
な
い
。
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⑫

ふ
る
さ
と
歴
史
散
歩

遺　跡　全　景

　 家庭ごみなどの持ち込み
　お盆の期間中は、環境センターへのごみの持ち込みが
多く、大混雑が予測されます。次の事項に注意して、正
しい方法で持ち込んでください。

◆ 受付時間　月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く） 
午前９時～ 11時30分・午後１時～３時30分 
※住所を確認できるものを持参してください。（運転免
許証、健康保険証、ハガキ等）

◆ 持ち込みの方法　通常収集している各種類のごみはす
べて自己搬入できます。ごみステーションに出すとき
と同じ方法であらかじめ分別してください。分別でき
ていないごみは受け付けできません。また、様々なもの
を多量に持ち込む場合､ 場内で降ろすのに時間がかか
ります。後から来る人にお待ちいただくことになりま
すので､ 速やかに降ろせるようご協力をお願いします。

◆注意事項
　○ 黒い袋では搬入できません。透明または半透明の袋

を使用してください。（ダンボール箱等は不可）
　○ 缶､ ビン､ 洗剤､ 塗料等で中身のあるものは搬入で

きません。また、スプレー缶は必ず中身を使い切っ
て穴を開けずに出してください。

◆ 持ち込みできないもの（購入先または専門の処理業者
等へ相談を）

　○ ガス類､ 液体もの（塗料液､ 油､ 灯油､ 石油､ ガソ
リン､ エンジンオイル､ シンナー､ 洗剤液等）

　○薬物､ 毒物､ 劇物､ 危険物等　○医療系廃棄物等
　○ 産業廃棄物（業者によるせん定した枝葉､ 家の改築

等による廃棄物等も含む）
　○他の市町村で発生したごみ
　○ その他､ 町で処理できないもの(ソーラーシステム､

金庫、タイヤ、石こうボード等）
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